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「
と
こ
ろ
が
、『
ヘ
ロ
デ
の

と
こ
ろ
へ
帰
る
な
』
と
夢
で
お

告
げ
が
あ
っ
た
の
で
、
別
の
道

を
通
っ
て
自
分
た
ち
の
国
へ
帰

っ
て
行
っ
た
。」（
マ
タ
イ
に
よ

る
福
音
書
２
章
12
節
）

　
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
ガ
ザ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
、
こ
ん

な
こ
と
が
本
当
に
あ
っ
て
い
い

の
か
と
叫
び
た
く
な
る
ほ
ど
、

「
い
の
ち
」が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
る
世
界
各
地
の
紛
争
の

地
に
、
一
日
も
早
く
争
い
が
終

結
し
、
真
の
平
和
が
実
現
し
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
、
友
人
か
ら
、

「
ぜ
ひ
読
ん
だ
ら
い
い
よ
。」

と
、
一
冊
の
本
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
中
村
桂
子
著

「
人
類
は
ど
こ
で
間
違
え
た
の

か
」（
中
公
新
書
ラ
グ
レ
）で
す
。

　
こ
の
本
の
冒
頭
、「
は
じ
め

に　
︱
本
来
の
生
き
方
を
求
め

て
」
の
中
で
、
中
村
桂
子
先
生

は
紬
織
の
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
志

村
ふ
く
み
さ
ん
の
言
葉
を
紹
介

し
て
お
ら
れ
ま
す
。「
今
、
目

前
に
あ
る
現
実
が
す
べ
て
で
は

な
い
。
も
っ
と
違
っ
た
別
の
道

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」。
こ

の
本
の
題
名
「
人
類
は
ど
こ
で

間
違
え
た
の
か
」
も
大
変
心
に

残
り
ま
し
た
し
、「
も
っ
と
違

っ
た
別
の
道
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
言
葉
も
、
こ
の
本

と
出
会
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
私

自
身
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
主
イ
エ
ス
が
私
た

ち
の
と
こ
ろ
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
意
味
を
味
わ
う
ク
リ
ス
マ
ス

が
や
っ
て
き
ま
す
。
星
の
導
き

の
下
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
エ
ス
に
出

会
っ
た
占
星
術
の
学
者
た
ち

は
、「
ヘ
ロ
デ
の
と
こ
ろ
へ
帰

る
な
」
と
の
夢
の
お
告
げ
を
受

け
て
、
彼
ら
は
ヘ
ロ
デ
の
元
へ

帰
る
道
で
は
な
く
、
別
の
道
を

通
っ
て
自
分
た
ち
の
国
へ
帰
っ

て
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
も

「
別
の
道
」
が
出
て
き
ま
す
。

　
「
ヘ
ロ
デ
へ
の
道
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。「
東
方
の
博
士

た
ち
の
出
来
事
」
の
後
、
自
己

保
身
の
た
め
に
、
幼
子
イ
エ
ス

の
命
を
狙
い
、
つ
い
に
は
そ
の

地
方
の
幼
子
を
皆
殺
し
に
す
る

ヘ
ロ
デ
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

２
章
13
～
18
節
）
今
世
界
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
悲
惨
な
争
い

や
事
件
を
引
き
起
こ
す
人
々
の

姿
と
重
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
救
い

主
イ
エ
ス
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
姿

で
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
ら
れ

ま
す
。

　
武
器
も
軍
隊
も
持
た
な
い
非

暴
力
の
救
い
主
で
す
。
誰
も
拒

絶
し
な
い
開
か
れ
た
救
い
主
で

す
。「
い
の
ち
」
そ
の
も
の
の

お
姿
で
す
。
こ
こ
に
「
別
の

道
」「
本
来
の
道
」
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
プ
ー
ル
学
院
で
は
「
愛
と

奉
仕
」、
桃
山
学
院
で
は
「
自

由
と
愛
」
の
建
学
の
精
神
の
根

底
に
あ
る
道
だ
と
私
は
信
じ
て

お
り
ま
す
。

〈
プ
ー
ル
学
院
理
事
長
、
桃
山
学

院
学
院
長
、
教
育
同
盟
理
事
〉

磯　晴久

別の道
本来の道

クリスマスメッセージ

浦
う ら

島
し ま

めぐみ
横浜三育小学校 ５年

「イエス・キリストのたん生」

《作品制作にあたり》
　10月中旬からは、12月初めの大切な行事であるクリスマス
会の準備を全校で始めます。今年、5年生は図工でもキリス
ト降誕の様子を水彩画で表現してくれました。1年生から続
けて指導を受けている図工科の先生からは、細かいところも
筆で丁寧に仕上げるようにとアドバイスを受けたそうです。
この絵を描いた児童は、「イエス様の誕生のよろこびを、ど
のようにしたら上手くあらわせるのか、考えながら描きまし
た。」と答えていました。� （横浜三育小学校 校長　野口秀昭）

　「天使は言った。『恐れるな。私は、すべて
の民に与えられる大きな喜びを告げる。』」
（ルカによる福音書2章10節〈聖書協会共同訳〉）

　私たちは自然の中で、また日常の中で感謝を
覚え、その感謝の大切さを改めて思い起こしま
す。美しい自然やそこから得られる収穫は私た
ちのためにあり、日常で出会う人々は私たちを
支え、助けてくれます。私たちはそれらを意識
的に心に留め、記憶することで感謝の気持ちを
抱きます。特に、何の基盤もなく日本に来て暮
らす外国人として、私はこうした感謝の気持ち
を一層深く実感しています。
　しかし、このような感謝には限界もありま
す。自然や人間関係の中で抱く感情は、多くの
場合、因果関係や利害に基づくものです。した
がって、自然や人が自分とは関係ない、あるい
は害になると感じられる場合には、感謝の気持
ちは薄れ、無視や憎しみ、敵意に変わりやすく
なります。したがって、感謝とは、相手とつな
がるようにする共同体の秩序や道徳、そして相
手に害ではなく利益をもたらす自分の能力や努

李　相寅

聖書のことば

変わらぬ
感謝

　
学
校
代
表
者
協
議

会
は
今
年
も
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
行
わ

れ
、
青
山
学
院
ガ
ウ

チ
ャ
ー
記
念
礼
拝
堂

を
主
な
会
場
と
し
て
、
の

べ
２
０
０
名
を
超
え
る
加

盟
学
校
の
代
表
者
が
参
加

さ
れ
た
。（
１
日
目
会
場

：

81
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
28

名
／
２
日
目
会
場

：

70

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
27
名
）

　
日
本
聾
話
学
校
・
水
口

洋
氏
、
広
島
女
学
院
大
学

・
三
谷
高
康
氏
、
青
山
学

院
大
学
・
伊
藤
悟
氏
に
よ

る
３
つ
の
講
演
（「
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
学
園
の
取
り
組

み
」「
広
島
女
学
院
の
取

り
組
み
」「
青
山
学
院
１

５
０
年
と
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」）
で
は

各
校
の
現
状
の
説
明
に
続

き
、
詳
し
い
取
り
組
み
や

課
題
が
参
加
者
に
示
さ
れ

た
。
２
日
目
午
後
の
分
団

討
議
は
職
位
ご
と
に
７
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
課
題

の
検
討
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　
初
日
講
演
後
の
質
疑
応

答
は
熱
の
こ
も
っ
た
時
間

と
な
っ
た
が
、
今
回
は
分

団
討
議
後
の
全
体
会
で
も

通
常
の
グ
ル
ー
プ
報
告
に

加
え
、
さ
ら
に
質
問
や
意

見
交
換
の
時
が
持
た
れ
た

こ
と
を
報
告
し
た
い
。

　
今
年
は
会
場
校
の
提
案

で
施
設
見
学
の
時
間
を
設

け
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
４
団
を
率
い
て
説
明
に

生
た
ち
の
奉
唱
の
ほ
か
、

教
職
員
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
で
奉
仕
さ
れ
た
。

　
会
場
校
の
皆
様
の
ご
協

力
に
は
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。（
事
務
局
報
）

※
当
日
の
礼
拝
説
教
及
び
講

演
要
旨
は
次
号
に
掲
載
。

第第
6767
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

（
学
）青
山
学
院
で
開
催

（
学
）青
山
学
院
で
開
催〈
速
報
〉

〈
速
報
〉

1111
月月
77
日（
金
）～

日（
金
）～
88
日（
土
）

日（
土
）

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
礼
拝

奉
仕
で
学
生
が
活
躍

グループ討議

開会礼拝

力の発揮が求められるものでもあります。
　一方で、因果や利害関係、共同体における秩
序や道徳、自身の能力や努力に基づく感謝とは
異なる感謝も存在します。キリスト教は、この
感謝をイエス・キリストを通して知り、実際に
経験したと証言しています。それは世界に向け
られた神の一方的な恵みとして、特別な啓示と
して与えられた感謝です。この感謝を受け入れ
るすべての人にとって、それは大きな喜び、
「変わらぬ感謝」となります。そして私たちが
この変わらぬ感謝を心の奥深くに抱く時、それ
は、自然や日常の中で生じる無視や憎しみ、敵
意さえも恐れない救いの希望へと変わるので
す。
　12月は、すべての人、すべての民にとって変
わらぬ感謝の対象であるイエス・キリストの誕
生を祝う月です。キリスト教学校に招かれ働く
人々として、私たちはイエスの誕生を、私たち
の自然や日常を包み込む神の一方的な恵み、特
別な啓示として心に留め、感謝すべきでしょ
う。
� 〈立教池袋中学校・高等学校 チャプレン〉

あ
た
っ
た
。
礼
拝
で
も
学
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よ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
大
陸
進
出
を

促
さ
れ
て
い
る
」

と
発
言
。
更
に
顧

問
の
阿
部
義
宗
が

「
今
後
の
興
亜
の

為
め
に
基
督
教

が
、
殊
に
基
督
教

教
育
家
の
絶
大
な
る
援

助
」
が
必
要
と
主
張
し
た

こ
と
か
ら
、
大
陸
と
の
連

携
を
強
化
す
べ
く
興
亜
教

育
常
設
委
員
会
の
設
置
を

決
議
し
ま
し
た
。

　
同
年
、
同
盟
顧
問
の
田

川
大
吉
郎
（
元
明
治
学

院
）
が
『
基
督
敎
學
校
を

開
放
し
て
中
華
留
學
生
を

歡

す
る
の
議
』
を
出
版

し
て
い
ま
す
。
１
９
４
３

年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
第

五
回
理
事
会
（
京
浜
＊
）

及
興
亜
教
育
委
員
会
で

も
、
阿
部
は
中
国
の
キ
リ

ス
ト
教
学
校
か
ら
推
薦
さ

れ
た
学
生
を
「
加
盟
学
校

一
校
一
名
招
待
校
の
負
担

に
於
て
教
育
す
る
事
」
な

ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

資
料
整
理
と 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状

　
教
育
同
盟
は
今
年
創
立

１
１
５
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。『
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
百
年
史
』
編
纂

以
降
、
集
め
ら
れ
た
資
料

を
今
後
の
研
究
に
も
活
か

せ
る
よ
う
進
め
ら
れ
て
き

た
資
料
整
理
作
業
は
、
今

後
、
配
架
及
び
資
料
目
録

の
確
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
古
い
史
料
に
つ
い
て

は
脱
酸
処
理
や
補
修
と
い

っ
た
作
業
も
今
後
計
画
的

に
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
史

料
を
用
い
た
同
盟
史
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前

回
の
記
事
（
２
０
２
４
年

６
月
号
）
で
紹
介
し
た
１

９
４
３
（
昭
和
18
）
年
の

「
宗
教
行
事
調
査
」
の
内

容
を
継
続
し
て
検
討
し
て

お
り
、
来
年
度
に
は
何
ら

か
の
成
果
が
報
告
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
前
の
史
料
は
な
ぜ 

残
っ
た
か

　
今
回
の
整
理
作
業
で
見

つ
か
っ
た
史
料
の
中
で

も
、『
昭
和
十
七
年
度
基
督

教
々
育
同
盟
會
書
類
』
と

『
昭
和
十
八
年
度
基
督
教

々
育
同
盟
會
書
類
』
は
、

戦
時
下
の
教
育
同
盟
の
活

動
を
知
る
た
め
の
貴
重
な

も
の
で
す
。
１
９
４
４

（
昭
和
19
）年
度
に
総
会
は

開
か
れ
ず
、
同
年
度
の
記

録
も
現
状
見
つ
か
っ
て
い

な
い
の
で
、
こ
の
１
９
４

２
、
４‌

３
年
度
の
書
類
が

戦
前
最
後
の
記
録
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
古
い
史
料

が
戦
火
を
潜
り
抜
け
て
残

っ
た
の
は
、
１
９
４
３
年

か
ら
１
９
４
７
年
ま
で
教

育
同
盟
理
事
長
を
務
め
て

い
た
矢
野
貫つ

ら

城き

の
在
職
し

て
い
た
明
治
学
院
が
空
襲

に
遭
わ
な
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
戦
前
の
教
育
同

盟
事
務
局
は
固
有
の
場
所

に
は
な
く
、
理
事
長
の
在

職
し
て
い
る
法
人
事
務
局

内
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
戦
災
に
遭
わ
な
か
っ

た
こ
と
自
体
奇
跡
的
で

す
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
失

わ
れ
る
と
も
う
復
刻
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現

物
の
保
管
と
同
時
に
、
電

子
媒
体
で
の
保
存
も
今
後

不
可
欠
で
す
。

　
戦
後
80
年
を
迎
え
た
今

年
、
戦
時
下
の
教
育
同
盟

の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

上
海
に
あ
っ
た
事
務
所

　
戦
時
中
、
教
育
同
盟
の

事
務
所
が
中
国
上
海
に
も

あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

『
昭
和
十
八
年
度
基
督
教

々
育
同
盟
會
書
類
』
所
収

の
１
９
４
３
（
昭
和
18
）

年
７
月
20
日
付

の
教
育
同
盟
顧

問
阿
部
義
宗

（
元
青
山
学
院
）

か
ら
の
報
告
書

に
は
、
同
年
４

月
、
中
国
基
督

教
聯
盟
本
部
の

一
室
を
借
り
て

教
育
同
盟
の
事

務
所
を
開
い
た

と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
阿
部
義
宗
が

上
海
に
い
る
の

は
、
教
育
同
盟

理
事
会
で
「
大
陸
基
督
教

教
育
顧
問
」
に
指
名
さ
れ

た
か
ら
で
す
。
上
海
で
何

を
し
て
い
た
か
と
言
え

ば
、「
中
国
人
教
育
者
ノ

来
訪
ヲ
受
ケ
ソ
ノ
相
談
」

に
の
っ
た
り
、
上
海
市
内

の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
中
学

校
20
校
と
大
学
２
校
（
上

海
大
学
、
聖
約ヨ

ハ
ネ翰
大
学
）

の
訪
問
及
び
校
長
と
の
懇

談
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
同
年
６
月
に
は
諸
学

校
卒
業
式
に
も
出
席
し
て

祝
辞
を
述
べ
、「
日
本
ノ

真
精
神
ヲ
語
リ
日
支
提
携

シ
テ
大
東
亜
建
設
ノ
緊
要

ナ
ル
ヲ
語
レ
リ
」、
と
も

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
や
委
員
会
の
動
き

　
ア
ジ
ア
、
特
に
大
陸
と

の
関
係
強
化
を
目
指
す
動

き
は
戦
時
中
の
大
陸
政
策

に
対
応
す
る
も
の
で
、
１

９
３
９
年
頃
か
ら
見
ら
れ

ま
し
た
。
同
年
の
第
27
回

総
会
で
は
、
中
国
か
ら
の

留
学
生
を
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
招
致
す
る
計
画
を
立

て
る
案
が
議
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
４
１
年
の
第
29
回

総
会
で
は
同
盟
理
事
の
広

津
藤
吉
（
梅
光
女
学
院
）

か
ら
中
国
視
察
の
報
告
が

あ
り
、
都
田
恒
太
郎
（
日

本
基
督
教
聯
盟
総
幹
事
）

が
「
大
政
翼
賛
会
東
亜
局

過
去
を
知
る
と
い
う
こ
と

　
以
上
の
内
容
は
、
史
料

か
ら
明
ら
か
に
な
る
「
事

実
」
で
す
。
歴
史
を
解
明

す
る
た
め
に
は
、
史
料
が

不
可
欠
で
す
。
逆
に
言
え

ば
、
史
料
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
史
料
に

書
か
れ
た
こ
と
を
文
字
通

り
に
受
け
取
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
精
査
も
必
要
で

す
。で
す
か
ら
、当
時
の
キ

リ
ス
ト
教
学
校
代
表
者
た

ち
の
本
音
や
真
意
を
探
る

こ
と
は
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、こ

れ
ら
の
史
料
か
ら
明
ら
か

に
な
る
の
は
、
当
時
の
教

育
同
盟
は
国
策
に
協
力
し

た
と
い
う「
事
実
」で
す
。

　
戦
後
す
ぐ
に
開
か
れ
た

第
33
回
総
会
（
１
９
４
６

年
）
で
は
、
参
加
者
か
ら

悔
い
改
め
の
言
葉
が
発
せ

ら
れ
ま
し
た
。
同
盟
理
事

で
あ
っ
た
河
井
道
（
恵
泉

女
学
園
）
は
「
ザ
ン
ゲ　

教
師
ノ
信
仰
復
活
」
と
述

　
７
月
18
日（
金
）、本
校

職
員
研
修
会
に
捜
真
学
院

学
院
長
・
中
島
昭
子
先
生

を
お
迎
え
し
、「
心
の
飾

り
を
高
く
掲
げ
て
～
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
の
意
義

と
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
先
生
に
は
遠
方
よ
り

お
越
し
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、
学
内

教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣

制
度
を
利
用
し
て
実
現
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
他
校
の

教
育
理
念
や
実
践
に

直
接
触
れ
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大

変
意
義
深
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
制
度

を
利
用
で
き
た
こ
と

に
も
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
捜
真

学
院
が
長
年
に
わ
た

り
キ
リ
ス
ト
教
の
精

神
に
基
づ
い
た
教
育

を
大
切
に
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
教
職
員
の
皆
様
が

そ
の
理
念
を
揺
る
が

ず
守
り
続
け
て
い
る
姿
勢

に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
建
学
の
精
神
を
軸
と

し
て
教
育
理
念
が
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
私
立
学
校
と

し
て
の
大
き
な
強
み
で
あ

り
、
私
た
ち
が
目
指
す
べ

き
姿
で
も
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ

リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お

い
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

は
な
い
教
職
員
が
ど
の
よ

う
な
意
識
を
持
っ
て
働
く

べ
き
か
に
つ
い
て
も
、
大

変
分
か
り
や
す
く
説
明
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
の

心
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
を
軸

に
、
聖
書
の
言
葉
や
讃
美

歌
を
通
し
て
「
人
と
し
て

の
在
り
方
」
を
伝
え

て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
宗
教
的

背
景
の
違
い
を
越
え

て
、
共
通
の
教
育
理

念
に
向
か
っ
て
歩
む

こ
と
が
で
き
る
と
い

う
希
望
を
抱
き
ま
し

た
。

　
教
育
と
は
未
来
を

築
く
営
み
で
あ
り
、

私
た
ち
は
利
益
を
追
求
す

る
存
在
で
は
な
く
、
人
の

未
来
へ
と
つ
な
げ
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
少

子
化
や
業
務
量
の
増
加
な

ど
厳
し
い
状
況
の
中
で

も
、
目
の
前
の
学
生
や
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
価
値
を

認
め
、
支
え
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
中

島
先
生
の
穏
や
か
で
力
強

い
語
り
口
に
励
ま
さ
れ
、

私
た
ち
も
「
心
の
飾
り
」

を
高
く
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト

教
の
精
神
に
基
づ
い
た
教

育
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
心
新
た
に
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
は
、
教

育
の
本
質
に
立
ち
返
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

中
村
翔
一

〈
姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学
教

員
〉

教
育
同
盟
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

教
育
同
盟
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告（
新
史
料
よ
り
）

（
新
史
料
よ
り
）

戦
時
下
の
教
育
同
盟

戦
時
下
の
教
育
同
盟

明
治
学
院
歴
史
資
料
館
協
力
研
究
員

明
治
学
院
歴
史
資
料
館
協
力
研
究
員

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員  

辻
　
直
人

辻
　
直
人

学
内
教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

学
内
教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

２
０
２
５
年
度
利
用
実
績
報
告

２
０
２
５
年
度
利
用
実
績
報
告

　
本
制
度
は
、
加
盟
学
校
が
実
施
す
る
学
内
研
修
会
に
そ
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し

い
キ
ャ
リ
ア
の
講
師
を
教
育
同
盟
が
派
遣
し
、
参
加
し
た
教
職
員
が
キ
リ
ス
ト
教

教
育
や
建
学
の
精
神
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
制
度

を
利
用
さ
れ
た
報
告
を
参
考
に
、
来
年
度
分
の
申
込
み
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
役
割
に
つ
い
て
」

�

講
師
：
中
島
昭
子
氏（
捜
真
学
院 

学
院
長
）

姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学

〇学内研修会の講師費・講師交通費等を同盟が負担。
〇派遣講師はテーマに応じて委員会が選定します。
〇�同盟HPお知らせ欄より入り、案内を確認のうえ、
専用の入力フォームでお申し込みください。
〇申込み締切：2026年1月31日（土）
〇結果：講師派遣委員会で2月中旬に決定し通知。

《申込みに向けてご確認ください》
※入力項目：�希望開催日時（第2希望まで）、場所、参加者、�

テーマとその理由、担当者
※開催日時：2026年4月1日～2027年1月31日の期間中
※テーマ：「キリスト教教育」に関わることが前提

学内教職員研修会講師派遣制度
2026年度派遣依頼を募集中です

今
年
精
査
さ
れ
た
古
い
史
料
の
表
紙　

中
島
昭
子
氏
に
よ
る
講
演　

総
会
集
合
写
真
（
右
は

１
９
４
１
年
の
第
29
回
）

脱酸処理する資
料とコンテナ

阿
部
義
宗
氏
の
報
告
書
（
１
９
４
３
年
）

＊
戦
前
は
全
国
理
事
会
の
他
、

京
浜
と
関
西
に
分
か
れ
て
理
事

会
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

べ
、
同
じ
く
理
事
の
都
留

仙
次
（
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
）
も
「
ザ
ン
ゲ　
河
井

氏
ニ
同
感　
世
界
ニ
対
シ

テ
ス
マ
ナ
カ
ッ
タ
…
」

と
、
特
に
中
国
の
被
害
へ

の
同
情
を
示
し
ま
し
た
。

議
事
録
か
ら
は
河
井
や
都

留
の
言
う
懺
悔
の
具
体
的

中
身
ま
で
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
戦
後
の
民

主
的
教
育
復
興
は
、
こ
う

し
た
神
へ
の
悔
い
改
め
か

ら
始
ま
っ
た
の
も
「
事

実
」
で
す
。

　
過
去
を
知
る
こ
と
は
、

そ
の
時
代
を
生
き
た
人
た

ち
に
思
い
を
馳
せ
、
我
が

身
を
振
り
返
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
史
料
が
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
過
去
の

出
来
事
や
人
々
に
出
会
う

機
会
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
史
料

保
存
の
意
義
が
あ
る
の
で

す
。



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（７８９号） 2025年12月15日（月）
　
第
67
回
中
高
研
究
集
会

は
関
西
地
区
協
議
会
中
高

部
会
研
究
集
会
と
の
合
同

開
催
で
、
26
法
人
41
名
の

参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
集
会
は
教
研
テ
ー

マ
「
新
た
な
時
代
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使

命
と
連
帯
―
い
の
ち
の
輝

き
と
平
和
を
求
め
て
―
」

の
も
と
、
教
育
現
場
に
求

め
ら
れ
る
具
体
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
学
び
、
キ
リ

ス
ト
教
教
育
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
何
な
の

か
、
建
学
の
精
神
を
ど
う

具
現
化
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
少
子
化
に
よ
る
諸
問

題
等
に
つ
い
て
話
し
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
開
会
礼
拝
に
続
き
、

17
会
場
で
行
わ
れ
て
い
る

「
探
究
型
授
業
」
を
参
加

者
が
参
観
し
、
そ
の
上

で
、
関
西
学
院
高
等
部
の

西
室
雅
央
教
諭
に
よ
る

「
関
西
学
院
高
等
部
の
探

究
型
授
業
の
取
組
み
」
と

題
す
る
事
例
報
告
を
聴
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
計

台
、
中
央
芝
生
、
ラ
ン
バ

ス
記
念
礼
拝
堂
な
ど
の
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
り
、

関
西
学
院
会
館
に
会
場
を

移
し
、
情
報
交
換
会
を
も

っ
て
閉
じ
ま
し
た
。

　
第
二
日
目
は
校
内
で
開

か
れ
て
い
る
「
星
野
富
弘

ア
ー
ト
展
」
を
見
学
し
た

後
、
全
校
礼
拝
に
出
席
。

続
い
て
、
広
告
制
作
に
従

事
さ
れ
、
ア
イ
デ
ア
の
価

値
の
言
語
化
、
可
視
化
、

ス
ト
ー
リ
ー
化
を
展
開
さ

れ
て
い
る
鈴
木
契
氏
（
関

西
学
院
高
等
部
卒
業
生
）

か
ら
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
の
何
を
、
ど
う
や

っ
て
、
社
会
に
伝
え
る

か
」
を
主
題
に
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。
講
演
を
通
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

抱
え
る
課
題
を
ど
う
展
開

す
べ
き
か
、
具
体
的
な
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
講
演
を
聴

い
た
上
で
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
協
議
の
時
間
を

持
ち
ま
し
た
。
少
人
数
で

各
校
の
課
題
と
展
望
を
分

か
ち
合
う
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
関

西
学
院
中
学
部
小
礼
拝
堂

に
移
動
し
て
の
閉
会
礼
拝

で
全
日
程
を
終
え
ま
し

た
。

　
二
学
期
が
始
ま
っ
て
す

ぐ
の
行
事
が
重
な
る
シ
ー

ズ
ン
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
年
に
一
度
の
こ
の

研
究
集
会
は
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
と
っ
て
希
望
を
分

か
ち
合
う
時
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
学
校
が
ど
の
よ

う
に
し
て
建
学
の
精
神
を

「
新
た
な
時
代
」
の
中
で

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
、

希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
そ

の
「
使
命
」
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
同
盟
と
い
う
「
連
帯
」

の
意
義
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。�

福
島
　
旭

（
関
西
学
院
中
学
部
宗
教
主

事
、
関
西
地
区
教
育
研
究
委

員
）

　
集
会
初
日
は
開
会
礼
拝

（
担
当
：
宮
城
学
院
中
学

校
高
等
学
校
・
大
久
保
直

樹
宗
教
主
事
）に
続
い
て
、

地
区
代
表
理
事
の
東
北
学

院
・
大
西
晴
樹
院
長
に
開

会
挨
拶
い
た
だ
い
た
。
そ

の
後
、
宮
城
学
院
中
高
卒

業
生
で
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
副
代
表
の
白

木
朋
子
氏
が
講
演
さ
れ
た

（
演
題
『
チ
ェ
ン
ジ
の
扉

～
願
い
で
つ
な
が
る
強
さ

と
は
じ
め
の
一
歩
』）。

　
ガ
ー
ナ
の
カ
カ
オ
生
産

地
域
で
子
ど
も
の
教
育
や

カ
カ
オ
農
家
の
自
立
を
支

援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
２
０
０
９
年

当
初
は
ど
の
企
業
も
関
心

を
寄
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
揺
る
が
ぬ
思
い
と

組
織
的
な
活
動
に
よ
り
、

自
身
の
取
り
組
み
が
企
業

や
政
府
を
動
か
す
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
を
社
会
実

験
の
ひ
と
つ
と
捉
え
て
い

る
と
語
ら
れ
た
。
ま
た
、

ピ
ー
タ
ー
・
Ｍ
・
セ
ン
ゲ

氏
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル

マ
ン
氏
の
共
著
「
21
世
紀

の
教
育　
子
ど
も
の
社
会

的
能
力
と
Ｅ
Ｑ
を
伸
ば
す

３
つ
の
焦
点
」
を
引
き
合

い
に
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

界
で
は
ま
さ
に
、
３
つ
の

フ
ォ
ー
カ
ス
（
自
分
自
身

へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
、
他
者

へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
、
外
の

世
界
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
）

が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
の
訴
え
に
着
目
さ
れ

た
こ
と
に
大
変
共
感
を
持

っ
た
。

　
翌
日
、
宮
城
学
院
中
学

校
高
等
学
校
の
朝
の
礼
拝

で
は
東
奥
義
塾
中
学
校
・

高
等
学
校
の
岩
住
賢
宗
教

主
事
に
「
ゆ
っ
く
り
生
き

よ
う
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
午

前
中
は
学
校
報
告
、
昼
食

後
に
教
育
研
究
委
員
会
を

開
催
し
次
年
度
以
降
の
役

員
改
選
を
行
っ
た
。

　
午
後
は
震
災
遺
構
荒
浜

小
学
校
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
出
か
け
た
。
往
路

の
バ
ス
内
で
は
宮
城
学
院

中
学
校
高
等
学
校
の
平
林

健
校
長
か
ら
「
東
日
本
大

震
災
の
記
録
～
宮
城
学
院

中
学
校
高
等
学
校
は
あ
の

と
き
～
」
と
題
し
た
講
話

が
あ
っ
た
。「
震
災
後
」

で
は
な
く
「
災
間
」
を
生

き
る
こ
と
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
と
き
を
持
っ

た
。

　
閉
会
礼
拝
は
ラ
ー
ハ
ウ

ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝

堂
を
お
借
り
し
、
遺
愛
女

子
中
学
校
・
高
等
学
校
の

百
武
真
由
美
宗
教
主
任
か

ら
「
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

良
い
も
の
を
」
と
題
し
て

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
各
校
が
広
報
行
事
等
で

忙
し
い
時
期
で
は
あ
る

が
、
一
人
で
も
多
く
の
同

労
の
方
々
と
学
び
と
交
わ

り
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
し
て
今
後
も
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。

�

大
久
保
直
樹

〈
宮
城
学
院
中
学
校
高
等
学

校
宗
教
主
事
、
東
北
・
北
海

道
地
区
教
育
研
究
委
員
〉

※
採
用
予
定
日
は
す
べ
て

26
年
４
月
１
日
で
す
。

※
詳
細
は
各
校
Ｈ
Ｐ
又
は

同
盟
Ｈ
Ｐ
公
募
欄
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
経
済
学
部
経
済
法
学
科

職
種
＝
ミ
ク
ロ
経
済
学　

教
授
、
准
教
授
又
は
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
15
日

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
部
国

際
キ
ャ
リ
ア
学
科

職
種
＝
英
語
教
育
学　
講

師
（
契
約
教
員
）
１
名

応
募
締
切
＝
26
年
１
月
15

日
▽
弘
前
学
院
聖
愛
中
学
高

等
学
校

職
種
＝
数
学
科
、情
報
科
、

地
理
歴
史
科　
専
任
教

員　
各
若
干
名

応
募
締
切
＝
12
月
23
日

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東

村
山
高
等
学
校

職
種
＝
非
常
勤
講
師　
①

国
語
科
３
名
②
理
科

（
中
学
理
科
・
高
校
生

物
）
２
名
③
家
庭
科
１

名
応
募
締
切
＝
①
②
26
年
１

月
22
日
③
26
年
２
月
５

日（
受
付
は
12
／
15
～
）

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
理
科
（
物
理
・
化

学
・
生
物
）
非
常
勤
講

師　
若
干
名

応
募
締
切
＝
12
月
16
日

▽
北
陸
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
音
楽
科　
専
任
教

諭　
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
24
日

▽
平
安
女
学
院
中
学
校
・

平
安
女
学
院
高
等
学
校

（
全
日
制
普
通
科
学
年
制
）

職
種
＝
①
理
科
②
③
技
術

家
庭
科
④
⑤
情
報
科

　
①
②
④
常
勤
講
師　
③

⑤
非
常
勤
講
師　
各
若

干
名

応
募
締
切
＝
12
月
12
日

▽
平
安
女
学
院
高
等
学
校

ミ
ル
ト
ス
コ
ー
ス
（
全
日

制
普
通
科
単
位
制
）

職
種
＝
数
学
科
、
理
科
、

芸
術
科
（
美
術
）、
保

健
体
育
科
、
情
報
科
、

聖
書
科　
常
勤
講
師

　
各
若
干
名

応
募
締
切
＝
12
月
12
日

▽
大
阪
女
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
特
別
常
勤
Ａ　
①

英
語
科
②
技
術
家
庭
科

③
社
会
科
（
世
界
史
）

④
数
学
科

　
特
別
常
勤
Ｂ
（
キ
リ
ス

ト
者
採
用
）
⑤
英
語
科

⑥
聖
書
科
⑦
技
術
家
庭

科
⑧
社
会
科（
世
界
史
）

⑨
数
学
科　
①
⑤
各
１

～
２
名
②
③
④
⑥
⑦
⑧

⑨
各
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
19
日

▽
関
西
学
院
高
等
部

職
種
＝
①
英
語
科　
契
約

教
員
②
理
科
（
化
学
）

非
常
勤
講
師　
各
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
17
日

▽
広
島
女
学
院
中
学
高
等

学
校

職
種
＝
聖
書
科　
専
任
教

諭
又
は
常
勤
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
12
月
18
日

▽
西
南
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科
、社
会
科
、

理
科（
生
物
）（
物
理
）、

養
護　
常
勤
講
師　
各

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
12
日

▽
日
本
聾
話
学
校
（
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
学
園
幼
稚
部
・

小
学
部
・
中
学
部
）

職
種
＝
養
護
教
諭　
専
任

講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
26
年
１
月
７

日

第67回第67回

中高研究集会中高研究集会
「キリスト教学校教育に求められるもの」
「建学の精神の具現化について」

東
北
・
北
海
道
地
区

東
北
・
北
海
道
地
区

教
育
研
究
集
会
中
高
部
会

教
育
研
究
集
会
中
高
部
会

翼
を
ひ
ろ
げ
た
天
使
が　
愛
と
真

理
と
光
明
の　

種
を
一
粒
手
に
も
っ
て　
飛
ぶ
の

を
や
め
て
考
え
た　

こ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
な
ら　
素

晴
ら
し
い
実
が
な
る
よ
う
に　

ど
こ
に
蒔
い
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

救
い
主
さ
ま
、
そ
れ
を
聞
き　
に

っ
こ
り
笑
っ
て　
お
っ
し
ゃ
っ
た

わ
た
し
の
た
め
に　
そ
の
種
を　

子
ど
も
た
ち
の
心
に　
蒔
い
て
お

く
れ

＊

　
柳
城
学
院
の
創
設
者
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
Ｍ
・
ヤ
ン
グ
先
生
の
「
種

蒔
き
」
と
題
す
る
詩
で
す
。
今
年

で
創
立
１
２
７
年
を
迎
え
る
柳
城

学
院
は
、
現
在
、
大
学
・
短
期
大

学
・
三
つ
の
附
属
幼
稚
園
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
創
設
者
は
や
は
り

的
地
位
が
低
い
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
ヤ
ン
グ
先
生
は
、
ほ
ど
な
く

名
古
屋
の
地
で
幼
稚
園
と
そ
の
た

め
の
保
育
者
養
成
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
愛
を
も
っ
て
仕

え
よ
」
と
い
う
聖
書
の
理
念
を
掲

げ
な
が
ら
、
そ
の
基
本
的
な
か
た

ち
は
今
も
私
た
ち
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
彼
女
の
歩
み
そ
の
も
の
が
、
私

た
ち
に
は
大
き
な
励
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
種
蒔
き
」
は
、
私
た

ち
が
何
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
を
、
や
さ
し
く
も
ゆ
る

が
な
い
仕
方
で
示
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。�

菊
地
伸
二

�

〈
名
古
屋
柳
城
女
子
大
学
学
長
〉

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

Ｍ
・
ヤ
ン
グ

（
１
８
５
７
～
１
９
４
０
）

柳
城
学
院

キリスト教

Christian Educator Story

教育者物語

第109回

特
別
な
存
在
で
す
。

　
彼
女
は
１
８
５
７
年
に
カ
ナ
ダ
の

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
生
ま
れ
、
地
元
の

高
校
卒
業
後
は
、
母
校
で
教
師
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
幼
児
教

育
に
関
心
を
抱
き
、
カ
ナ
ダ
で
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
幼
稚
園
（
キ

ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
）
に
お
い
て
、
子

ど
も
と
の
関
わ
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
働
き
も
軌
道
に
乗
っ

た
よ
う
に
見
え
た
こ

ろ
、
日
本
で
起
こ
っ

た
大
惨
事
で
あ
る
濃

尾
地
震
の
こ
と
が
ひ

と
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
カ
ナ
ダ
聖

公
会
の
宣
教
師
と
し

て
名
古
屋
の
地
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
と
女
性
の
社
会

10
月
23
日（
木
）～
24
日

（
金
）、関
西
学
院
高
等
部

に
て
開
催（
参
加
者
41
名
）

10
月
16
日（
木
）～
17
日

（
金
）、
仙
台
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
、
宮
城
学
院
中

学
校
高
等
学
校
ほ
か
に

て
開
催（
参
加
者
22
名
）

高
等
部
全
校
礼
拝
　 西室雅央氏

鈴木　契氏

白木朋子氏
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神
戸
女
学
院
は
１
８
７

５
年
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ド
か
ら
派
遣
さ
れ
た
女
性

宣
教
師
イ
ラ
イ
ザ
・
タ
ル

カ
ッ
ト
と
ジ
ュ
リ
ア
・
ダ

ッ
ド
レ
ー
に
よ
っ
て
神
戸

に
創
立
さ
れ
た
、
日
本
で

最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
女

性
へ
の
教
育
機
関
の
ひ
と

つ
で
す
。
２
０
２
５
年
10

月
12
日（
日
）は
ま
さ
に
そ

の
１
５
０
年
の
当
日
に
あ

た
り
、
午
後
に
学
内
の
エ

ミ
リ
ー・ホ
ワ
イ
ト・ス
ミ

ス
記
念
講
堂
で
感
謝
の
式

典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
、
関
係
学
校
の
皆
様
か

ら
も
多
く
の
ご
参
加
と
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
戸
女
学
院
は
こ
の
喜

び
の
時
の
た
め
に
メ
イ
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
『Br

idging G
ener

ations

』
を
立

て
、
良
質
な
伝
統

を
再
確
認
し
、
さ

ら
な
る
展
開
へ
の

願
い
を
込
め
ま
し

た
。
第
一
部
の
記

念
礼
拝
で
は
ま
ず

讃
美
歌
「
我
の
神

に
近
づ
か
ん
」
を

賛
美
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
１
８
７
４

（
明
治
７
）
年
に
発
刊
さ

れ
た
日
本
最
初
の
讃
美
歌

の
第
一
番
に
あ
た
り
、
現

在
も
讃
美
歌
21
︲
４
３
４

番
「
主
よ
、
み
も
と
に
近

づ
か
ん
」
と
し
て
歌
い
継

が
れ
て
い
ま
す
。
一
同
で

１
５
０
年
前
の
歌
詞
で
唱

和
し
、
創
立
時
へ
と
思
い

を
馳
せ
ま
し
た
。
院
長
に

よ
る
式
辞
に
続
き
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
を

代
表
さ
れ
た
関
西
学
院
院

長
の
中
道
基
夫
先
生
を
は

じ
め
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
は
記
念
演
奏

会
。
本
学
音
楽
学
部
教
員

の
作
曲
に
よ
る
詩
編
１
５

０
編
の
合
唱
曲
、
続
い
て

今
回
の
メ
イ
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
主
題
と
す
る
吹
奏
楽

曲
、
そ
し
て
１
９
３
０
年

代
の
教
員
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ラ

ス
カ
作
曲
の
ピ
ア
ノ
に
よ

る
祝
祭
曲
を
本
年
３
月
の

作
曲
科
卒
業
生
が
管
弦
楽

に
編
曲
し
た
作
品
、
こ
れ

ら
三
曲
を
学
生
と
教
員
が

初
演
し
ま
し
た
。
第
三
部

で
は
内
田
樹
名
誉
教
授
に

よ
る
記
念
講
演
を
伺
い
、

未
来
へ
の
希
望
を
共
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
周
年
に
あ
た
り
改
め
て

感
じ
た
の
は
、
数
字
の
積

み
重
ね
を
超
え
た
「
神
の

業
」
へ
の
参
与
と
い
う
視

点
を
確
認
し
た
い
と
の
願

い
で
す
。
創
世
記
に
は
、

神
の
呼
び
か
け
と
そ
れ
へ

の
応
答
に
よ
る
神
の
業
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
ど

も
の
学
園
も
、
神
の
呼
び

か
け
に
応
え
た
人
た
ち
が

神
の
業
に
参
与
す
る
中
で

今
日
へ
と
導
か
れ
ま
し

た
。
式
典
は
、
こ
の
こ
と

を
覚
え
、
聖
書
に
基
づ
く

女
性
の
た
め
の
教
育
機
関

で
あ
り
続
け
る
こ
と
な
ど

先
人
の
志
を
次
世
代
に
継

承
し
、
新
た
な
拡
が
り
へ

の
祈
り
を
心
に
刻
む
大
切

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

同
盟
各
校
の
皆
様
と
共

に
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を

ま
す
ま
す
深
め
て
ま
い
れ

ま
す
よ
う
思
い
を
合
わ
せ

た
く
存
じ
ま
す
。

�

飯　
謙

�
〈
神
戸
女
学
院
院
長
〉

記
念
式
典
と
記
念
演
奏
会　

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
前
の
３
日
間
、
午
後

の
授
業
時
間
を
準
備
に
あ
て
制
作
す
る

上
空
か
ら
見
た
学
院
全
景　

＜行事予定＞ ※予定は状況により変わることがあります。　

12／26㈮　　　　教育研究委員会全国委員会（教育同盟事務局）

2026年
１／16㈮～17㈯　第68回小学校代表者研修会
� （西南学院小学校／長崎市内視察）
６／５㈮～６㈯　第114回定時総会（沖縄キリスト教学院）
11／６㈮～７㈯　第68回学校代表者協議会（聖ステパノ学園）

　海外から帰国して入学した生徒から質問があ
りました。「わたしはハリストス正教会に所属
していますが、教会についてのレポート課題を
書く時にプロテスタント教会の礼拝に出席しな
ければなりませんか？」。本校ではキリスト教
会の礼拝に出席することを奨励し、初めての時
には「プロテスタント教会」を紹介します。し
かしすでになじみのある教会がある場合は「キ
リスト教の教会であることを定めているだけで
すから、ご自身の所属している教会に出席して
レポートを書きましょう」と伝えます。生徒は
安心した表情を見せました。
　イエス・キリストの十字架の死と復活、そし
て昇天の後、エルサレムに最初の教会が誕生し
ました。やがて弟子たちの宣教によって教会は
各地に形成され成長します。さらに歴史を重ね
ていくうちに、教会は大きな３つのグループに
分かれました。「正教会（Orthodox Church）」、

「ローマ・カトリック教会（Roman Catholic 
Church)」、「プロテスタント教会（Protestant 
Church）」です。それぞれのグループ間の違
いはいろいろありますが、例えば教会暦などで
知ることもできます。また1549年に日本に初め
て伝えられたキリスト教は「カトリック」でし
たが、「正教会」は1861年に、「プロテスタント
教会」は1863年以降に伝えられました。伝えら
れた時代や地域が違ったことが、日本における
それぞれの広がり方に影響しているようです。
　さて「プロテスタント教会」に、教義につい
ての考え方の違いなどによって「教派」が誕生
します。プロテスタント教会の「教派」による
違いは、礼拝の仕方や組織の作り方などに表れ
ていることもありますし、礼拝堂の内部にある
ものや礼拝奉仕者が礼拝の時に身に着けるもの
の違いに表れることもあります。キリスト教学
校教育同盟に所属する学校は違いによる多様性
に満ちています。研修会で出会った他校の方々
に、お互いの学校の礼拝や礼拝堂についてお話
しすると、自分が所属する学校とは異なった様
子に驚かれることもあるでしょう。この多様性
の背景としていずれかの「教派」の違いがある
ことも少なくありません。
　わたしたちが覚えておきたいのは、｢教派」
が違っても、三位一体の神さまを信じ、聖書を
土台として「イエスはキリストである」ことを
信じることで一つであり、多様性による豊かさ
という恵みが与えられていることです。

キリスト教
＆QAキリスト教の理解を深めるために

「教派」の違いは
豊かさと恵みを

伊藤多香子
関東学院 学院宗教主任

ば
か
ら
約
50
年
間
続
い
て

き
た
本
校
の
伝
統
行
事
で

す
。
制
作
活
動
は
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
と
並
ん
で
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

本
校
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
象

徴
す
る
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
は
協
力
し
て
一

つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る

達
成
感
を
得
る
と
と
も

に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え

や
協
調
性
の
大
切
さ
に
つ

い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
制
作
は
単
な
る
校
内
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
向
け
て
希
望

を
届
け
る
活
動
と
し
て
、

今
後
も
大
切
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
で
す
。

�

（
６
年
（
高
３
）
佐
藤
悠
菜
）

　
北
星
学
園
と
い
う
名
前

は
「
世
に
あ
っ
て
星
の
よ

う
に
輝
き
」(

フ
ィ
リ
ピ

の
信
徒
へ
の
手
紙
２
章
15

節
よ
り
）
の
言
葉
に
由
来

し
ま
す
。
校
名
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
光

を
輝
か
せ
る
存
在
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
暗
闇

の
中
で
輝
き
を
放
つ
存
在

で
あ
り
た
い
と
願
い
な
が

ら
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
時

期
の
夜
に
は
本
校
の
生
徒

が
制
作
し
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
地
域
に
向
け
て
そ

の
光
を
輝
か
せ
続
け
て
い

ま
す
。
今
年
は
一
部
の
窓

を
自
作
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
彩
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

�

（
宗
教
主
任　
小
西
陽
祐
）

生
徒
に
よ
る
活
動
説
明

　
北
星
学
園
女
子
中
学
高

等
学
校
で
は
、
高
校
生
を

中
心
に
中
学
と
高
校
で
毎

年
ク
リ
ス
マ
ス
活
動
の
一

環
と
し
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
制
作
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は
、
黒
い
ラ
シ
ャ
紙
を
切

り
抜
き
、
切
り
抜
い
た
部

分
に
色
と
り
ど
り
の
セ
ロ

ハ
ン
を
貼
り
重
ね
て
作
製

し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
夜

に
な
る
と
校
内
の
光
に
よ

っ
て
輝
い
て
校
舎
を
彩
り

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
キ

リ
ス
ト
教
や
ク
リ
ス
マ
ス

に
関
連
し
た
温
か
み
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

て
、
美
術
科
の
先
生
に
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
描
き

上
げ
ま
す
。
ど
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
も
、
キ
リ
ス
ト

教
の
考
え
に
基
づ
い
た
創

意
工
夫
を
重
ね
た
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン
案
を

も
と
に
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

協
力
し
な
が
ら
制
作
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
約

二
週
間
に
わ
た
り
掲
示
し

ま
す
。
一
般
公

開
さ
れ
る
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
で

は
、
卒
業
生
や

地
域
の
方
々
か

ら
「
と
て
も
綺

麗
で
す
ね
」

「
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま

す
」
と
い
っ
た

温
か
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま

す
。

　
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
制
作
は
１

９
７
０
年
代
半

Merry Christmas

一般社団法人 キリスト教学校教育同盟
理 事 長　西 原 廉 太
事務局長　清 水 広 幸

キリスト教学校教育同盟は
これからも与えられた使命に

務めてまいりたいと
願っています。

クリスマスの希望の輝きが
皆様とともにありますように。

主の平和と平安を
お祈りいたします

2025年12月25日

Shine like stars Shine like stars 
� in a dark world� in a dark world
北星学園女子中学高等学校の
ステンドグラスづくり

　
ア
ド
ベ
ン
ト
を
迎
え
光

に
満
ち
た
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

す
。
教
育
現
場
に
お
い
て

学
生
・
生
徒
・
児
童
に
愛

を
持
っ
て
接
し
、
時
に
は

過
ち
を
赦
し
、
未
来
を
信

じ
て
信
頼
を
寄
せ
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
改
め
て
教
育
の
原
点

を
見
つ
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
号
が
、
皆
様
の
多

忙
な
業
務
に
温
か
な
光
を

添
え
、
豊
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
の
恵
み
と
な
り
ま
す
よ

う
、
事
務
局
一
同
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

事
務
局
長

神戸女学院
創立150周年




